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※②、④、⑤、⑥につ
いては直近の数字を記
載のこと

⑥２５０（５５．３０％）　令和２年３月３１日現在

⑤管内小規模事業者数 ⑤３１１（平成２８年経済センサスー活動調査による）

④管内事業所数

□主な事業概要（定款記載事項等）

①商工業に関し、相談に応じ、又は指導を行うこと。
②商工業に関する情報又は資料を収集し、及び提供すること。
③商工業に関する調査研究を行うこと。
④商工業に関する講習会又はこれらの開催のあっせんを行うこと。
⑤展示会共催会等を開催し、又はこれらの開催のあっせんを行うこと。
⑥商工業に関する施設を設置し、維持し、又は運用すること。
⑦大阪府商工会連合会の委託を受けて商工貯蓄共済事業の業務を行うこと。
⑧商工業者の福利厚生に資する事業を行うこと。
⑨輸出品の原産地証明を行うこと。
⑩商工会としての意見を公表し、これを国会、行政庁等に具申し、又は建議すること。
⑪行政庁等の諮問に応じて答申すること。
⑫社会一般の福祉の増進に資する事業を行うこと。
⑬商工業者の委託を受けて、当該商工業者が行うべき事務（その従業員のための事務を含む）を処理
すること。
⑭行政庁からの委託を受けた事務を行うこと。
⑮前各号に掲げるもののほか、その他商工会の目的を達成するために必要な事業を行うこと。

平成３１年度

事　業　実　績　報　告　書

　申請者の概要

申
　
請
　
者

団体名 　　岬    町   商   工   会

代表者職・氏名

④４５２（平成２８年経済センサスー活動調査による）

⑥会員数（組織率）

①設立年月日 ①昭和４１年５月３日

②職員数
②４名

（うち経営指導員数）

③所管地域 ③大阪府泉南郡岬町

　事務局長（経営指導員）　阪本　敏郎

連絡先

　０７２－４９２－３３１１

　０７２－４９２－２３８９

misakis@skyblue.ocn.ne.jp

mailto:misakis@skyblue.ocn.ne.jp#


（５）来年度への取り組み
岬町商工会が実施する事業の周知を図り協力体制も築けるように、他団体や地域団体との連携を積極的に
図りながら地域の諸問題の解決にも取り組んでいきます。　そうすることにより地域が良くなり、結果的
に地域の商工業者も良くなっていくような岬町に変えていくために行動します。　岬町内の小規模企業を
含めた全企業者、創業予定者に幅広く利用していただけるような、「入りやすくて明るい商工会」・「気
さくに相談できて、親切丁寧な経営指導員がいるから、何でも相談に行く」商工会となれるように努力し
ていき、積極的に情報の提供や提案の発信もおこない、事業所の抱える経営課題や問題点を把握して問題
解決のため小規模企業等と共に歩み、大阪府及び各種専門機関・岬町・阪南ブロック４商工会等とも連携
を図りながらより効果的な提案をおこなって地域産業の振興・地域活性化を図っていきます。

経営相談支援事業・専門相談支援事業・地域活性化事業を利用した事業所においては、問題解決への情報
提供、支援等を実施する唯一の機関との評価を得るようになって参りました。
イベント実施時の新規客を自店へのリピーター客へと導く取り組みをする事業者が徐々に増えてはいます
が、まだまだ少ないので、もっと増やす方策を考える必要があります。
基幹となる産業が衰退し無くなってしまった岬町は、第１次産業～第３次産業の事業者間ネットワークの
構築、潜在している地域資源を見い出し有効利用するための手段として６次化等に結び付けることも実現
していく必要があります。　また、令和２年３月３１日限りで廃園となった「みさき公園」の影響も令和
２年４月以降に現れてくると思いますので、令和２年度はその対策も必要となってくるはずです。　尚、
１００円商店街事業では、「１００円商品以外のお買い得商品」に取り組む参加店をもっと増やすことを
重点にしたいので、１００円以外のお買い得商品のみの参加店も事業参画できるように考えています。

経営相談支援事業は、小規模事業者のニーズを把握・その問題点の解決のため様々な情報提供や提案をお
こなうことにより相談者の満足度を少しでも高めようと努力しました。
地域活性化事業は、大阪府内及び他県市町よりの消費者及び観光客の岬町内への吸引を図るため、岬町内
の小規模事業者が新規顧客の獲得や売上の向上のために、自社及び商品等のＰＲを実施する等の意識に変
化を与えることができました。　管内の小規模事業所には、様々な販路拡大の事業機会を提供することが
でき、地域活性化への一助として機能することができました。　その結果、小規模事業者については、自
社において積極な姿勢が見られるようになってきたと感じます。

経営相談支援事業については、当商工会において、経験の浅い経営指導員が多数占めるため、記帳・経
営・金融・労務・法務等の分野にわたる基礎知識やスキル向上のため、経験のある経営指導員がノウハウ
等の提供して経営指導員一人一人の資質の向上を高めるようにしました。
専門相談支援事業は、税務支援及び法律支援・労務支援を実施し、相談者と同席し、税理士・弁護士・社
会保険労務士と相談者とのコーディネーター役として、事業継続のための助言をおこないながら、税制及
び法的な理解・働き方改革等の問題の解決をおこないました。
地域活性化事業については、大阪府・岬町・阪南ブロック４商工会との連携のもと、担当経営指導員が中
心となって巡回・電話及び窓口対応を通じて該当する事業所に周知し、事業の参加を促し、事業に参加す
る上での支援や方策を提案しながら事業を推進しました。

経営相談事業においては、小規模事業者等が抱える個々の課題の収集と把握に努め、その課題解決に向け
た適時・適切な情報提供に基づく助言指導を実施いたしました。　経験の浅い経営指導員は経験のある経
営指導員との連携を図り共に支援をおこないました。
また、地域活性化事業においては、町外への消費流失増加の現状を鑑み、その他の流失を止めるべく地域
に潜在する人・もの・技術等の資源活用を図るために、事業所間の連携を高める情報の提供並びに連携を
図る場所の提供をおこないました。

（３）事業を実施した効果、所管地域の活性化の状況

（４）事業を実施した結果浮かび上がった課題

平成３１年度小規模事業経営支援事業　　事業実績報告書　事業の取組概要

　　岬    町   商   工   会

（１）事業の目標

（２）事業を実施した具体的な内容、方法及び工夫した点



目標数値 実績数値 達成率 事業評価

159 152 95.6% 5
5 0 0.0%
1 0 0.0%

18 16 88.9% 5
1 2 200.0% 5
2 0 0.0%

55 78 141.8% 5
45 31 68.9% 5
1 0 0.0%
1 0 0.0%

15 31 206.7% 4
5 4 80.0% 5
2 2 100.0% 4
1 0 0.0%
2 0 0.0%
3 8 266.7% 4
0 0 #DIV/0!
1 0 0.0%
0 0 #DIV/0!
1 0 0.0%
0 0 #DIV/0!

159 152 95.6% 4

新規/継続 目標数値 実績数値 達成率 事業評価

継続 6 5 83.3% 4
継続 4 4 100.0% 5
継続 6 5 83.3% 4

#DIV/0!
#DIV/0!
#DIV/0!
#DIV/0!

コスト削減計画作成支援 事業所

債権保全計画作成支援 事業所

財務分析支援 事業所
５S支援 事業所

金融支援（紹介型） 支援数

マル経融資等の返済条件緩和支援 事業所
金融支援（経営指導型） 支援数

資金繰り計画作成支援 事業所
記帳支援 事業所
労務支援 支援数

事業計画作成支援 支援数
創業支援 事業所
事業継続計画（BCP）作成支援 事業所

IT化支援 事業所

法律個別相談 相談件数
労務個別相談 相談件数

結果報告 事業所

令和元年１０月に改正された消費税（軽減税率・区分記載請求書保存方式・適格請求書等保存方式［イ
ンボイス方式］等に対応し、さらに、事業継続・承継等にかかる税務相談に対応するため、税理士によ
る税務個別相談会を計画どおり３回、弁護士による法律個別相談会を２回開催いたしました。　また、
今年度は働き方改革にも対応するため社会保険労務士による労務相談も３回実施いたしました。
これにより、商工業等の相談者が抱えていた「相続・消費税の価格転嫁・軽減税率・労働契約」等の諸
問題が解決されれました。

事業名 指標

事業所カルテ・サービス提案 事業所
支援機関等へのつなぎ 支援数

Ⅱ　専門相談支援事業

事業所
販路開拓支援 支援数

平成３１年度小規模事業経営支援事業　　事業実績報告書　事業調書

　　岬    町   商   工   会

Ⅰ　経営相談支援事業

支援のポイント・成果

経営相談支援事業は、経験の浅い経営指導員が大部分を占めるので個々の相談事案について、経験の浅
い経営指導員と経験のある経営指導員が共に協力して相談事業所の課題解決に取り組むにように努めま
した。
経営指導員は、事業者等と接する時に、その事業者の立場にたって考えることで個々の事業者のニーズ
の把握に努めながら国・大阪府・岬町等の施策内容や情報を提供してまいりました。
これらにより、小規模事業者と経営指導員との意思疎通が図られ、徐々にではあるが抱える経営にかか
る課題や問題を少しでも把握することができました。　そして、その解決に向けた方策を支援し、より
高度な案件に対しても専門家や支援機関とも連携を図ってワンストップ機関としての課題解決や経営の
改善に役立てていただくこともできました。
今後とも経営指導員が事業者の立場にたった考え方・対応を継続することにより、事業者の方々が商工
会への信頼・信用をより深くもっていただけます。　そうすることで、経営指導員も各種支援・サービ
スの向上に努めることができ、その結果、地域商工業の振興・発展に繋げてられると思います。
また、今年度は新局長を迎え新しい事務局体制のもと、「入りやすく明るい商工会」・「相談しやすく
親切丁寧な経営指導員」をモットーに精進してきたので、「事務所内が明るくなった」と評価を受けて
います。
カルテの代表事例としてはマル経融資で申込相談があった事業所に記帳支援も併せて支援出来た良い事
例がありました。

人材育成計画作成支援 事業所

税務個別相談 相談件数

支援メニュー 指標

災害時対応支援 事業所
事業承継支援 事業所

支援のポイント・成果

マーケティング力向上支援



Ⅲ　地域活性化事業

府施策
連携 事業名 支援対象企業 支援企業 支援実績率

利用者満足
度（点） 目標の指標 目標値 実績 達成率 事業評価

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

平成３１年度小規模事業経営支援事業　　事業実績報告書　事業調書

　　岬    町   商   工   会

支援のポイント・成果

広域事業は、①おおさか湾もん産業フェアー、②おおさか泉南まるごと100円商店街事業、③南泉州地域異業種ビジネス
交流会事業を実施いたしました。
①「 おおさか湾もん産業フェアー事業」実施にあたっては、当初計画を１社下回る６６社の参加がありました。　泉南地
域最大のイベントとして定着しつつあるこのイベントに出店することにより、自社及び取り扱う商品・サービス等の知名
度向上ならびにリピート率の向上、販路開拓・売上拡大等につなげたいとの声が多数よせられました。
②「おおさか泉南まるごと100円商店街事業」については、商店街の形成も少なく商店が点在している泉南地域とのデメ
リットを逆に利用してタンプラリー形式を取り入れ、消費者に対し「100円商店めぐり」という点を強くアピールしゲー
ム感覚で参加してもらえるよう実施しました。
さらに、散在する「参加商店巡り」を大勢の消費者に認知してもらえるように、チラシに地図を入れてカラー刷りにし、
参加店には参加店証の掲示と「のぼり旗」を立てて実施していただき、消費者アンケートも実施いたしました。
当初計画の17５より８社少ない１６７社の参加となりましたが、本事業が消費者より開催日時の問い合わせ等もあり地域
住民にも浸透してきたため、企業においても本事業に参加することが少しでも販路開拓につながるという意識をもってき
たと感じています。　また、１００円以外のお買い得商品をＰＲする事業所も徐々にですが増えてきています。
③「南泉州地域異業種ビジネス交流会事業」は、岬町・阪南市・泉南市・熊取町の４商工会の連携により、岬町・阪南
市・泉南市・熊取町「事業承継セミナー」、第２部では、ディスカッションタイム、第３部では、事業所１分間ＰＲタイ
ム・名刺交換ができる交流会も実施いたしました。　そして、新たなビジネスチャンスへの認識を深め、参加事業所が自
社・商品等を積極的にアピールする場となりました。　また、今回は事業承継セミナーも取り入れ、事業承継についても
ディスカッションした結果、事業承継に取り組んでくれるまではいきませんでしたが、「事業承継が必要である」と２１
社が回答してくれましたので、事業承継を積極的に増やしていく第一歩となりました。

（１）単独事業



府施策
連携 事業名 支援対象企業 支援企業 支援実績率 利用者満足度（点） 目標の指標 目標値 実績 達成率 事業評価

○ おおさか湾もん産業フェアー 67 66 98.5% 90.3

自社及び製品・商

品、またはサービス等

のPR、販路開拓、企

業連携等新たな取り

組みを行っていく、また

はいきたいという企業

数

54 47 87.0% 5

おおさか泉南まるご
と１００円商店街事

業
175 167 95.4% 75.2

１００円商店街を
通じて自社及び自
社製品・商品・
サービスのＰＲが
できた、新たな取
り組み、企業連
携、販路開拓に取
り組んだまたは取
り組みたいという
企業数

100 161 161.0% 4

南泉州地域異業種ビ
ジネス交流会事業

65 59 90.8% 90.17

新たな取組み、事
業連携、販路開拓
に取り組んだ、ま
たは取り組みたい
という企業数

52 51 98.1% 4

#DIV/0!
事業承継に取り組
んでくれる事業数

12 0 0.0%

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

※府施策連携事業は、「府施策連携」欄に○をつけてください。各欄の記載は、個別調書の記載と合わせてください。

（２）広域事業（幹事事業のみ）



平成３１年度小規模事業経営支援事業　　地域活性化事業実績報告書

岬町商工会

事業名 おおさか湾もん産業フェアー

想定する実施期間 24 年度～ 年度まで ※複数年段階的実施事業は別紙にて計画を提出すること

事
業
の
概
要

事業の目的

（現状や課題を
どのような状態
にしたいか）

岬町・阪南市・泉南市・熊取町・忠岡町には、さまざまな伝統工芸品・名所旧跡・特産物
等地域資源ならびに観光資源を有しているが、これらは地域内で散在し、利用もされず放
置されたまま、または、付加価値を見出せず有効活用が出来ないでいます。　特に、既存
の小規模の商工業者は「商品または製品・サービス」を従来の販売ならびにサービス方法
を踏襲されているのが現状であります。
また、５商工会管内には海と山に囲まれた地域でもあるため、零細・小規模な農林漁業者
及び農産水産加工業者を擁しています。
しかし、販売チャネルが従来の農協・漁協を通じての市場へ流通がほとんどで、生産者が
希望する価格はつけられず、常に市場が決定する出荷価格に甘んじている現状です。
そこで、このような事業者に対して販路拡大の機会を設け、連携商工会地域産業全般の活
性化及び知名度向上のため、大阪府内及び府外へこれらの資源性を発信し、農林水産事業
者・製造業・サービス業・物販業相互の交流を深め、連携を図り、個々の取り扱う産品の
評価を高め、さらに、「おおさか湾もん」という、ブランド化を確立し、事業所にチャレ
ンジ精神を与え、地域特産品販売の拠点づくり形成に寄与するため本事業を実施いたしま
した。

支援する対象

（業種・事業所数等）

連携する５商工会地域にあるすべての企業を対象とする。創業支援、農商工連携、地産地
消等の資源活用のため、創業予定者、農林水産業者等も対象とした。５商工会管内の事業
所（岬町476、阪南市1,580、泉南市2,199、熊取町1,245、忠岡町608）合計6,108
事業所（全業種の個人・法人事業所）を対象といたしました。　また、創業予定者、農林
水産業者も対象といたしました。

実施時期・具体
的な内容及び事

業手法

　次のとおり「おおさか湾もん産業フェアー」の開催し、販売ブース、飲食ブース、展示
ブースを設置し、各種イベントも同時に実施いたしました。
◆スケジュール
岬町商工会・阪南市商工会・泉南市商工会・熊取町商工会・忠岡町商工会の５商工会管内
事業所及び創業予定者等を対象として出店募集をおこないました。
5商工会は、応募企業の新製品・新商品・新サービスのPRを支援するためおおさか湾もん
産業フェアー開催にかかる情報発信を実施いたしました。
◆実施時期・場所
開催日　：　令和元年１０月２７日（日）　１０時００分～１４時３０分
開催場所：　深日漁港ふれあい広場
◆具体的な内容
支援対象企業６６社が参加し販売、飲食、展示ブースを設けました。
展示ブースは大阪府技能士連合会のブースもあり沢山の来店者で賑わいました。
◆本事業の周知方法等
岬町商工会・阪南市商工会・泉南市商工会・熊取町商工会・忠岡町商工会の５商工会管内
の全事業者及び創業予定者に、本事業のへの参加を周知するために、新聞折込チラシを配
布、また、商工会会報・ＦＡＸ・HP等で、開催周知を何度もおこなったうえで、巡回・来
所時に売上低下を口にする事業者を中心にＰＲ及び販売促進の重要性を説明し出店要請を
おこないました。
さらに、開催にかかる来場者周知施策として、岬町全域及び和歌山市紀の川以北、阪南市
南部に新聞折込にて開催チラシを配布いたしました。

＜事業手法（①府施策連携・②広域連携・③市町村連携・④相談事業相乗効果）の具体的な連携・効果を記載＞

①府施
策連携

事前に大阪府雇用推進室人材育成課と協議し、実施にあたっては人材育成課並びに大
阪府技能士会連合会と事業内容や専門家、策定事例などに関する情報交換をおこない、
相互連携をはかり「ものづくり教室(６ブース：大阪府板ガラス技能士会、大阪府印章技能
士会、大阪府調理技能士会、大阪椅子張技能士会、大阪畳技能士会、大阪内装仕上技
能士会）」を実施いたしました。

②広域
連携

岬町商工会、阪南市商工会、泉南市商工会、熊取町商工会、忠岡町商工会の５商工会の
広域連携で実施いたしました。　「おおさか湾もん産業フェアー」開催にかかる課題等につ
いて、５商工会の本事業担当の経営指導員間で調整及び連携を図りました。

③市町
村連携

岬町の地域振興及び地域経済の活性化に向け、所管の産業観光促進課と活発に意見交
換をおこない、当フェアー開催当日の観光案内及び会場案内にかかるスタッフとして岬町
職員の応援も要請しました。　また、本事業のイベント内容等についての情報交換も図りま
した。

④相談
相乗

６６社の支援対象企業について、事前に、当日販売する商品構成・ブースに来訪したお客
様を自店舗へ呼び込むための方策、当日配付のためのポップ・チラシづくり、提供商品の
価格設定等の支援を実施いたしました。　その結果、カルテ化できる事業所もありました。



事
業
の
実
績
／
目
標
達
成
度

計画に対する
実績（数値）

支援企業
数(計画)

67
支援企業
数(実績)

66

実績数値 47

目標値
（計画）

6,700

目標の達成度

（支援企業を
どう変化させる
ことができたか)

おおさか湾もん産業フェアーの出店事業所数は、5商工会の職員及びHP及び新聞チラシ等
の広報活動により、岬町　４１社、阪南市　10社、泉南市　7社、熊取町　６社、忠岡町
2社の合計６６社でした。

指標
自社及び製品・商品またはサービス等のＰＲ、販路開拓、企業連携等を行って
いく、または、いきたいという企業数。

数値目標 54

7,225 目標達成度

支援
実績率

98.5% 満足度

107.8%

90.3

支援対象事業所のコーナーに来店し販売まで至った件数が当初の目標値を上回る7，143
名であった。

実
施
結
果

課題及び次期
以降への取組み
（実績が目標値に達
していない場合は、
その理由や今後どの
ようにフォローする

のか）

令和元年度で９回目となり、泉南地区最大級のイベント認知されつつある「おおさか湾も
ん産業フェアー」は、岬町のみならず泉州地域や和歌山市から来場される人たちの興味や
関心をそそるイベントとして成長してきています。
これは、いままで実施してきた鮮魚及び野菜等の新鮮かつ地場産もの・対面販売・さらに
企業の販売・展示ブース、ものづくり教室、公共関連ブース併せて例年約８０近いブース
に上る出店が消費者の顧客満足度を高めた結果だと思います。
令和２年度は、顧客満足度をさらに高めるため、出店企業の意識改革および提供商品のク
オリティーも高めてもらい、当フェアーが単に当日の売上獲得のみが目的ではなく、各出
店企業店舗へのリピート率を高めるためのフェアーてあるということも再認識してもられ
るような支援を実施していきます。

目標達成度 87.0%

成果の代表事例

泉南市の菓子製造販売業者が当日は予想以上に売り上げることができ店舗ＰＲも十分にで
きたので、今後は季節に応じた新商品の開発を考えてくれたこと。

その他目標値の
実績

目標値
（実績）



平成３１年度小規模事業経営支援事業　　地域活性化事業実績報告書

岬町商工会

事業名 おおさか泉南まるごと１００円商店街事業

想定する実施期間 24 年度～ 年度まで ※複数年段階的実施事業は別紙にて計画を提出すること

事
業
の
概
要

事業の目的

（現状や課題を
どのような状態
にしたいか）

泉南地域4商工会の管内は商店街が少なく、商業集積は大型・中型のスーパーを核に数ヶ所
存在するが、ほとんどの商店は地域の中で散在しているため、大型スーパーやコンビニエ
ンスストアーに対抗できず集客力に乏しいのが実状であります。
地域の小規模な事業所活性化の対策として物産展等の販路開拓支援も実施していますが、
小規模零細企業の多い泉南地域では、人員・費用等の問題で物産展すら出店できない事業
所が多く存在します。
これらの問題を打開し４地域の小規模零細企業を支援するための方策として、おおさか泉
南地域の４地域（岬町・阪南市・泉南市・熊取町）で、商店街が形成されていなくても実
施可能な「100円商店街」事業を実施し、物産展に出店できない小規模零細企業を積極的
に支援することを目的としています。
最終的に商店街が形成されてなく店舗が点在している地域の見本となれるような「100円
商店街」事業になることを目指しています。

支援する対象

（業種・事業所数等）

岬町・阪南市・泉南市・熊取町の泉南４商工会地域管内の商店を中心とした事業所（岬町
476、阪南市1,580、泉南市2,199、熊取町1,245）合計5,500事業所（全業種の個
人・法人事業所）を対象といたしました。

実施時期・具体
的な内容及び事

業手法

①４商工会の担当者会議を２回開催いたしました（令和１年８月と１２月）
②１０月～１１月にかけて４商工会の経営指導員が、100円商店街の趣旨説明し参加店募
集を行うために巡回活動をいたしました。
③「おおさか泉南まるごと１００円商店めぐり」を次のとおり実施いたしました。
　実　施　日　：　令和２年１月２４日（金）、１月２５日（土）の２日間
　参加事業者数：　岬町４０社、阪南市５０社、泉南市４３社、熊取町３４社　合計１６
７社
④その他
●お客様に岬町・阪南市・泉南市・熊取町の泉南４地域の参加店を回っていただくため、
前年と同様、チラシは「カラー・地図入り」にて作成し、各地域において新聞折込にてＰ
Ｒ活動を実施いたしました。
●１人でも多くの消費者の来店を促進するために、４商工会地域の３店舗のお店でお買い
ものをすれば景品がもらえるスタンプラリー形式を実施いたしました。　そして、１００
円商品だけでなく、もう少し単価が高くなるがお得な商品である「マル得商品」のＰＲも
していただきました。
●各商工会に景品交換に来られた消費者全てに「お客様アンケート」を実施し、お客様の
「おおさか泉南まるごと１００円商店めぐり」への反応を確認いたしました。

＜事業手法（①府施策連携・②広域連携・③市町村連携・④相談事業相乗効果）の具体的な連携・効果を記載＞

①府施
策連携

②広域
連携

岬町・阪南市・泉南市・熊取町の４商工会の担当経営指導員で組織した担当者会議を開
催し、開催日・参加店募集に関すること・ＰＲ方法ならびに詳細事項を協議しながら広域連
携で実施いたしました。

③市町
村連携

岬町・阪南市・泉南市・熊取町の４市町と連携をしながら進めていき、４市町には後援なら
びに広報・ＨＰ等でのＰＲを実施していただき、地域の商業を盛り上げる事業として更に積
極的に商業活性化に取り組んでいただきました。

④相談
相乗

岬町・阪南市・泉南市・熊取町の４商工会の担当経営指導員が、参加店募集のための各
店の販路開拓推進ならびに啓発をしながら、１００円商店街の趣旨から１００円商品の作り
方ならびに見せ方等まで、メイン商品へとお客様を誘導する方法から新規顧客開拓に至る
までを支援いたしました。



事
業
の
実
績
／
目
標
達
成
度

計画に対する
実績（数値）

支援企業
数(計画)

175
支援企業
数(実績)

167

実績数値 161

目標値
（計画）

目標の達成度

（支援企業を
どう変化させる
ことができたか)

①ＰＲ用新聞折り込みチラシは昨年と同様、参加各企業名並び１００円商品内容を掲載
し、令和１年度は平成３０年度同様に１００円以外のお買い得商品も掲載し、チラシ１枚
でお客様が商店巡りができるように各地域の商店の地図も掲載いたしました。
②店舗に居ながらも販路開拓できる「１００円商店街」に参加することにより、商売の基
本は、「消費者に店舗の存在を認識し、店舗に買いにきていただくこと」であるという基
本理念のもと、経営指導員が巡回活動を行った結果、当初計画の支援対象企業数１７５社
より８社少ない１６７社が「１００円商店めぐり」に参加していただきました。
③各市町による広報及びカラーチラシによるＰＲ活動等により、各地域の消費者に浸透し
てきた結果、「１００円商店めぐり」に参加することにより、自店の販路開拓及びＰＲが
できたと思った参加店は１１６社でした。
　
④参加企業からの事後アンケートにおいても、延べ来店者数は４，６７７人（１社来店者
平均２８人）との回答が寄せられました。
また、出店動機（複数回答）は企業のＰＲ　１２１社、自社商品等のＰＲ　５６社、売上
の増加　２５社、新規顧客の開拓　５３社、その他９社という結果でした。
出店の効果におきましても、「予想以上にあった」５社、「あった」４３社、「少しあっ
た」５４社、の計１０２社　６１％を占めることとなりました。
参加企業における今後の販路拡大のための施策（複数回答）としましては、「企業のＰ
Ｒ」１０６社、「自社商品等のＰＲ」６３社、「ＤＭ・チラシの発送」２３社、「新商品
の開発」３２社、「イベントへの出店・自社でのイベント開催」２６社、「商品パッケー
ジ等のデザイン開発」４社、「企業連携」１社、「その他」３社　が必要だと認識してい
ただきました。
⑤お客様の「おおさか泉南まるごと１００円商店めぐり」への反応を確認するために、前
年に引き続いてお客様アンケートを実施いたしました。
実施方法は、各商工会に景品交換に来られたお客様全員にお客様アンケートに記入しても
らうという方法をとりました。
その結果、１３８名のお客様より回答をいただき、満足した：６８名（全体の４９％）、
お店の対応が良い：９７名（全体の７０％）、事業を継続してほしい：１２６名（全体の
９１％）等、「おおさか泉南まるごと１００円商店めぐり」に対する肯定的な意見が多数
を占めたので、お客様の反応は良かったと感じました。

指標

１００円商店街を通じて自社及び自社製品・商品・サービスのＰＲができた、
新たな取り組み、企業連携、販路開拓に取り組んだ、または取り組みたいとい
う企業数。

数値目標 100

目標達成度

支援
実績率

95.4% 満足度

#DIV/0!

75.2

実
施
結
果

課題及び次期
以降への取組み
（実績が目標値に達
していない場合は、
その理由や今後どの
ようにフォローする

のか）

①お客様アンケートや参加店アンケート等の結果を勘案し担当者会議で協議し、令和２年
度も多くの参加店からの要望により一般的に売上の低迷する閑散期の開催に向け検討し、
各参加店の売上の増加及び新規顧客の獲得のために支援していきたいと考えております。
②開催時期が冬のため、もう少し暖かい時期での開催や、人を呼べる魅力のある「１００
円商品」の成功事例を提供しながら、各商店が独自の販促イベント開催及び新しい商品の
開発を行なえるような支援していきたいと考えています。
③また、「１００円商品以外のお得な商品」の参加店をもう少し増やしていくために、参
加店の募集をする巡回時に、正確に趣旨の説明をして理解してもらうように努力していき
ます。
④令和２年度は、１００円商品でなくても、５００円または１，０００円未満の「お買い
得商品」のみの参加店も参加していただき、この事業をもっと盛り上げていきます。

目標達成度 161.0%

成果の代表事例

岬町のパン屋さんでは、開店前から行列ができ売切れ商品が続出であった。また、町外か
らの来店も多く、100円商品以外の商品もたくさん購入していただけたので参加した効果
があったとお聞きしています。

その他目標値の
実績

目標値
（実績）



平成３１年度小規模事業経営支援事業　　地域活性化事業実績報告書

岬町商工会

事業名 南泉州地域異業種ビジネス交流会事業

想定する実施期間 27 年度～ 年度まで ※複数年段階的実施事業は別紙にて計画を提出すること

事
業
の
概
要

事業の目的

（現状や課題を
どのような状態
にしたいか）

泉州地域の４商工会管内（岬町、阪南市、泉南市・熊取町）は、地場産業である繊維工業
が衰退傾向であります。　また、岬町は関西電力多奈川発電所の無期限操業休止等により
地域経済は衰退の一図を辿っています。
そして、４商工会管内は商店街の形成が少なく個々の事業所が散在しているため、集客力
に乏しい上に大型スーパーの開業やコンビニエンスストアーの進出等により、事業所にお
ける売上減少及び雇用縮小が続き４商工会管内の事業所数の減少が続いているのが現状で
す。
さらに岬町は、平成２９年４月に淡輪から和歌山市間における第二阪和国道が全面開通し
た結果、市街地を走る旧国道２６号線の車両通行量が減少し通過点の町となってしまいま
した。
このような中、大阪府における訪日旅行者（インバウンド）は年々増加しており、このイ
ンバウンド客を４商工会管内地域に誘導し飲食・ショッピング・宿泊等の経済効果に結び
付ける仕掛けづくりが課題でありビジネスチャンスでもあります。
そこで、人員・費用等の問題で新しい事業展開の取組みができない個々の事業所が、地域
としての一体感および事業所間の連携を自発的におこなえるよう、交流や情報交換できる
機会を設ける必要があります。　また地域総合経済団体である４商工会が行政・農協・漁
協や観光協会その他諸団体と連携して、４商工会管内の観光資源発掘や有効活用によっ
て、大阪府内外の住民及びインバウンドの受入を視野に入れた観光サービス事業の立上げ
等、新たな販路開拓がおこなえるよう事業者を沢山輩出することが求められています。
また、今回は全国的にも緊急課題である「事業承継」問題にも取組み、事業承継が円滑に
できる事業所を増やすことも目的とします。

支援する対象

（業種・事業所数等）

連携する３商工会管内の企業（岬町476社、阪南市1,580社、泉南市2,199社、熊取町１,
２４５社）合計５,５００社（全業種の個人、法人企業）を対象とする。　また、創業支
援、農商工連携、地産地消等の資源活用のため、創業予定者、農林水産業者等も対象とす
る。

実施時期・具体
的な内容及び事

業手法

令和元年度は、
実　施　日　　令和元年１２月５日（木）１８時～２１時１５分
実施場所　　　クリモト淡輪研修センター
支援企業数　　５９社（岬町３１社、阪南市１0社、泉南市１０社、熊取町８社）
内　　容：
（第１部）事業承継セミナー（１８時～１９時）
　　　　　テーマ「事業承継の進め方　～最初の一歩～」
　　　　　講　師　　税理士・中小企業診断士　　和田　貴美子　　氏
（第２部）意見交換会　　　（１９時～１９時３０分）
　　　　　　フリートーク（ただし、事業承継問題についての意見交換も行った）
（第３部）交流会（１分間ＰＲ、名刺交換会）
　　　　　　　　　　　　　（１９時４０分～２１時１５分）
また、４商工会（岬町・阪南市・泉南市・熊取町）管内の全企業及び創業予定者に、交流
会開催を周知するために、ＨＰや開催案内文書の郵送並びにＦＡＸ発信、経営指導員によ
る巡回により周知を何度もおこなったうえで、巡回・来所時に新規顧客獲得・企業連携等
を口にする企業を中心にＰＲ及び販売促進の重要性を説明し参加要請をおこないました。

＜事業手法（①府施策連携・②広域連携・③市町村連携・④相談事業相乗効果）の具体的な連携・効果を記載＞

①府施
策連携

②広域
連携

岬町・阪南市・泉南市・熊取町の４商工会の担当経営指導員間で密に連絡をとり、情報交
換も行いながら交流会の詳細事項を協議いたしました。

③市町
村連携

岬町・阪南市・泉南市・熊取町の４市町と連携を図りながら進めていき、４市町より後援し
ていただきました。
さらに岬町の総務部企画地方創生課及び産業観光促進課に対し、本ビジネス交流会の周

④相談
相乗

各担当経営指導員等が参加要請のために巡回したので、巡回時に融資を含む様々な相
談があったためカルテ化もできました。



事
業
の
実
績
／
目
標
達
成
度

計画に対する
実績（数値）

支援企業
数(計画)

65
支援企業
数(実績)

59

実績数値 51

目標値
（計画）

12

目標の達成度

（支援企業を
どう変化させる
ことができたか)

南泉州地域異業種ビジネス交流会の参加企業は、４商工会の職員の巡回・ＦＡＸ等の広報
活動により５９社となり交流会参加の効果においては、「予想以上にあった」１１社、
「あった」３０社で計４１社・６９.４％を占め、また「少しあった」も１６社ありまし
た。
販路拡大のための必要な取組み（複数回答）としては「事業所及び製品等のＰＲ」２９
社、「企業連携」１２社、「新商品等の開発」９社、「ビジネス情報の収集・交流会等へ
の参加」２８社にのぼりました。

指標
新たな取り組み、企業連携、販路開拓に取り組んだ、または取り組みたいとい
う企業数。

数値目標 52

0 目標達成度

支援
実績率

90.8% 満足度

0.0%

90.17

交流会終了後に「事業承継に取り組んでくれる事業者数」を１２社としていましたが実績
は０社でした。　しかし、「事業承継が必要と感じている事業者数」は２１社もありまし
たので、事業承継を積極的に増やすための第一歩となりました。

実
施
結
果

課題及び次期
以降への取組み
（実績が目標値に達
していない場合は、
その理由や今後どの
ようにフォローする

のか）

参加者の多くは異業種・同業種問わず他企業との交流を図れる機会が少ないので、引き続
き異業種ビジネス交流会のような他企業との交流を図れる場を設ける必要があります。
また、個々の企業では人員・費用等の問題により新事業の展開が出来ない状況でもあり、
販路拡大のためのチャレンジ気運を高めるため・新たな観光サービス事業の立上げやイン
バウンドの受入を取り組める体制づくりをする企業を増やすためには企業連携を促進する
ことが大切となります。　そのためにも本交流会の実施が重要です。　そして、令和元年
度も「事業承継」問題に取組み、事業承継が円滑にできる事業所を増やすことも目的にし
ます。

目標達成度 98.1%

成果の代表事例

交流会参加後、後日に合おうと約束した事業所が２組（４事業所）あったこと。

その他目標値の
実績

目標値
（実績）


